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内容の要旨及び審査の結果の要旨 
1．論文の目的 
花塚優貴氏は，社会的知性の進化について関心を持ってこれまで一貫して研究に取り組んできた．
社会的知性の進化については，Dunbarの社会脳仮説（1992）が有力で，社会が複雑なほどその対処
のために脳が増大化したとされ，社会の複雑さは集団（群れ）のサイズで近似させることが一般的
であった．しかし，大型類人猿の中でも単独生活者として描かれるオランウータンは，社会脳仮説
の中では例外的な存在とされてきた．オランウータンの知性の高さは数多くの研究成果から明らか
にされており，その知性は社会的認知の場面でも同様に発揮される可能性は十分あることが示され
ている．本論文は，このような社会脳仮説の矛盾について，オランウータンの認知・社会的機能に
着目することにより，霊長類の知性の進化を説明する「社会的知性仮説」の再考を目的としたもの
である． 
 
2．論文の構成 
 
序 章 はじめに 
第 1節 序文 
第 2節 本論文の構成 
第 1章 社会的知性を発達させる要因とは？ 
第 1節 社会的知性仮説 
第 2節 知性の発達を説明する異なる着眼点 
第 3節 オランウータンの社会性 
第 4節 本章のまとめ 
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第 2章 オランウータンの認知機能を評価するための研究手法の確立 
第 1節 本章の目的 
第 2節 動物の認知機能を評価する手法 
第 3節 注視反応を指標とした弁別能力の検討【研究 1】 
第 4節 選好注視法の有用性の検討【研究 2】 
第 5節 本章のまとめ 
第 3章 オランウータンにおける顔を手がかりとした既知・未知個体の弁別能力の検討 
第 1節 本章の目的 
第 2節 霊長類における既知顔と未知顔の弁別研究 
第 3節 現在既知顔と未知顔の弁別実験【研究 3】 
第 4節 過去既知顔と未知顔の弁別実験【研究 4】 
第 5節 本章のまとめ 
第 4章 オランウータンにおける聴衆効果 描画行動に焦点をあてた検討 
第 1節 本章の目的 
第 2節 聴衆効果 
第 3節 オランウータンの絵画の特徴分析【研究 5】 
第 4節 他者の存在による影響の評価【研究 6】 
第 5節 本章のまとめ 
第 5章 オランウータンにおける食物分配行動 分配の型に着目した質問紙調査 
第 1節 本章の目的 
第 2節 霊長類における食物分配 
第 3節 食物分配の有無についての調査【研究 7】 
第 4節 食物分配時の状況についての調査【研究 8】 
第 5節 本章のまとめ 
第 6章 社会的知性仮説を説明する新たなモデルの提案 
第 1節 本章の目的 
第 2節 食物分配の型を加えたモデル作成【研究 9】 
第 3節 本章のまとめ 
第 7章 総合考察 
第 1節 本研究のまとめ 
第 2節 本研究の結論 
第 3節 本研究の課題と今後の展望 
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3．各章の概要と評価 
 
第 1章 社会的知性を発達させる要因とは？ 
第 1 章では，霊長類が社会交渉を日常的に行い，その中で生じる社会的な問題に対処するために
知性を進化させたとする社会的知性仮説について概説し，その中でも有力な論を展開している
Dunbar（1992）の研究（集団サイズが脳の発達に寄与するという研究）を示した上で，集団サイズ
としては決して大きくないにもかかわらず高い知性を有していることが知られているオランウータ
ンを挙げて，集団サイズ以外の要因を論考した．その結果，脳の相対サイズに寄与するのは社会集
団のサイズそのものというよりも，そこに内包される社会関係，特に「関係性の形成・維持」につ
いて重要ではないかという点を示し，本論文での根幹となる問題を提起している．この可能性を指
示する根拠としてオランウータンの社会性の高さを文献的に確認した上で，野生下や飼育下では多
くの知見が示されているが，その認知・行動的な基盤が明らかではないことを挙げ，それらの研究
の必要性を明示している． 
本章の評価としては，より一般的に理解しやすい形でオランウータンそのものに関する説明を十
分に行う必要があったが，社会的知性仮説に関する問題点の整理や，その中でのオランウータンの
位置づけについての論及は秀逸と言える． 
 
第 2章 オランウータンの認知機能を評価するための研究手法の確立 
第 2章では，これまでオランウータンに関する認知実験がほとんど行われてこなかったことから，
認知機能を評価するための手法の確立を目指している．特に本邦で実験を実施するためには，オラ
ンウータンが研究施設で飼育されていないため，動物園で実験をせざるを得ない．そのため，動物
園で実施するに相応しい手法を見いだすとともに，実際の手法の確認を行った．研究 1 では，注視
反応を指標とすることができるか確認するため，オランウータンに動物と人工物の弁別課題を実施
した．その結果，オランウータンは動物を人工物よりも有意に長く注視することが明らかとなり，
注視反応がオランウータンの弁別能力を評価する指標として有用であることを確認した．研究 2 で
は 2つのモニタを用いて，選好注視法がオランウータンにも適用可能か否か検討した．検討の結果，
オランウータンは，動物の刺激が呈示されている画面に対して有意に注視できることを明らかにし
た．以上の点から，オランウータンの認知機能を評価する上で選好注視法が有効であることが確認
された． 
本章は，動物園でのオランウータンの認知機能評価の手法の確立について述べられているが，動
物園での実験は前例が無いことからも多くの困難があったと予想されるが，そのような中でも花塚
優貴氏は時間をかけ確実に手法を確立し，さらには結果に結びつけていることからも，高く評価し
たい． 
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第 3章 オランウータンにおける顔を手がかりとした既知・未知個体の弁別能力の検討 
第 3 章では，2 章で有用性が確認された選好注視法を用いて，実際のオランウータンの他個体認
知機能の検討を行った．野生下ではオランウータンは既知個体と未知個体を区別していることが確
認されているが，その判断根拠が明らかではなかった．そこで，多くの霊長類が顔を手がかりに既
知個体と未知個体を弁別していることが知られていることから顔を刺激対象として選好注視法によ
り検討した．研究 3 では，オランウータンが日常的に見る機会のある既知個体と，これまで一度も
見たことがなく，かつ既知個体と性別・年齢クラスの等しい未知個体の顔を対呈示することで，オ
ランウータンの顔による個体弁別能力を検討した．その結果，オランウータンは未知個体に対して，
有意に長く注視することを明らかにし，オランウータンが顔によって他個体を認識できることを確
認した．研究 4 では，顔の記憶がどの程度まで保持されるのか検討するために，以前見たことがあ
るがその後 10年以上見ていない（過去）既知個体と，未知個体とを対呈示した．その結果，オラン
ウータンは（過去）既知個体に対して有意に長く注視することを明らかにし，オランウータンの顔
についての記憶が少なくとも 10 年間は保持されることを確認した．以上のように，オランウータ
ンは，他個体の顔を個体弁別の手がかりとしていることや，その情報を長期にわたって保持できる
ことが明らかにし，オランウータンが他個体と社会交渉を行うために不可欠な個体認識の能力を有
していることを確認した． 
本章で用いられた研究手法は妥当なものであり，そこで見いだされた知見は学術的にも非常に重
要な示唆を与えるものである．一方で，既知・未知個体の弁別課題で示された結果の考察が表面的
なものに終始していた点がやや残念である． 
 
第 4章 オランウータンにおける聴衆効果 描画行動に焦点をあてた検討 
本章は，オランウータンにも他者の存在によって自身の行動を調整することができるのか検討す
ることを目的とした．このようなことが可能なのも，花塚優貴氏の研究フィールドの一つである多
摩動物公園には，世界的に有名になった「絵を描くことを日課とするオランウータンのモリーさん」
が居り，彼女が 2011 年に亡くなったときには 1000 枚を超える膨大な「作品」を残したことが遠因
となっている．研究 5 は，多摩動物公園収蔵のオランウータンが描いた作品を対象として，それら
をヒトに見せてその印象評定（SD 法）をし，その結果の因子分析を行った．その結果，オランウー
タンが描いた作品は，色の豊富さを反映する「活動性因子」と，紙全体の色バランスを反映する「好
感性因子」に分けられることを明らかにした．研究 6 では，研究 5 の結果の背景を探るため，担当
飼育員の違い，描画当日の気温，描画前の飼育場所を要因とした重回帰分析を実施し，飼育員の違
いがオランウータンの描画の好感性因子に影響することを明らかにした．特に担当歴の長い男性飼
育員が出勤する場合に，高い好感性因子を示すことが明らかであった．これらの結果は，オランウ
ータンが他者の存在によって行動を変化させていることを示し，オランウータンの他者検出の鋭敏
性を反映していると論考している． 
本章の研究は，対象となる個体や協力機関に恵まれたために実現したものではあるが，そのよう
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な中から得られた資料を，科学的分析の俎上に載せることに成功したことや，自身の研究テーマで
ある社会性の視点から切り取り論旨に組み込めた点は秀逸である． 
 
第 5章 オランウータンにおける食物分配行動 分配の型に着目した質問紙調査 
第 5 章は，オランウータンの食物分配について国内の動物園で実施した調査結果に関するもので
ある．研究 7 は，オランウータンを飼育する国内の動物園にアンケート調査を実施し，その結果を
まとめたものである．調査で明らかとなったことは，霊長類では非常に珍しい大人のオスからメス
への応答型の分配が確認されたのに加え，メスからオスへの自発型の分配も確認された点にある．
研究 8は，研究 7で食物分配が確認された 10の動物園に対して，食物分配前後の個体の様子を把握
することを目的に，より詳細な調査票を送付し，一部の園には直接出向いて状況の把握を行った．
その結果，自発型の分配はブリーディング・ローン（繁殖を目的とした動物園同士での個体の貸し
出し）によって他園からやってきた直後に行われており，その後には交尾に成功していることが判
明した．このように，オランウータンは，関係性を築くための手段として食物を用いること示して
いる． 
本章の研究で見いだされた結果は，動物園における調査研究として貴重なものであり，これまで
の常識を覆すという点でも高く評価したい．なお，このような食物分配が動物園に限ったことなの
か，野生下でも観察されるのか，加えて食物に余裕があるときなどに限られたものであるのか等の
点は，引き続き明らかにして欲しい． 
 
第 6章 社会的知性仮説を説明する新たなモデルの提案 
第 6 章では，食物分配の型を社会性の指標として，大脳新皮質のサイズを説明する新たなモデル
の作成を試みたものである．その結果，これまでの先行研究で示されている，集団サイズと大脳新
皮質のサイズの関連と比較しても，より高い関連が，食物分配と大脳新皮質サイズとのあいだで確
認された．特に重回帰分析を用いて，大脳新皮質のサイズを目的変数，集団サイズと食物分配の型
をそれぞれ説明変数として分析したところ，食物分配の型（積極的に食物を分配したり，他者の要
求に応じて分配したりする行動型）は大脳新皮質のサイズをよく予測できることを示し，自身の食
物への欲求をコントロールし，その食物を他個体へ渡すという行為は，社会的な知性の発達を促す
大きな要因となりうると論及している． 
本章は，これまでの結果をまとめるだけではなく，それらの結果から推定された指標を加えた上
で新たなモデルを数値的に示せたという点で，非常にオリジナリティの高い研究と言える．一方で，
関係性の指標として食物分配の型を挙げているが，その根拠としてはまだ検討の余地が残されてい
ると思われる． 
 
第 7章 総合考察 
第 7 章では，これまでの研究を踏まえて，なぜオランウータンが霊長類の中でも特殊な存在なの
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かを，次の点から論じている．すなわち，オランウータンの社会でも他個体との社会交渉を行うた
めの手段が必要であるが，一般的には緊密な社会集団を形成している多くの霊長類であれば，毛づ
くろいなどを通じて社会的な交渉をすることが可能であるが，日常的に他個体と接することがない
オランウータンにとっては，毛づくろいの代替手段として，食物を積極的に活用するようになった
のではないかと推察している．特に，これまでの研究成果を踏まえて，食物分配（自身の食物への
欲求を抑えた上で，その食物を社会交渉の手段として用いるやりとりが）が社会的な知性を育む基
盤となったと論考している．すなわち，社会的知性にとっては，単なる社会集団のサイズではなく，
オランウータンのように集団における関係性の質が高い場合には，知性発達の重要な要因となると
論考している． 
本章は，これまでの自身の研究を総括し冒頭に掲げた社会的知性仮説との関係を端的に整理し妥
当なものであると言える． 
 
4．本論文の評価 
花塚優貴氏は，社会的知性の進化に興味をもち，特にこれまで研究例が少なかったオランウータ
ン属を対象とした研究を，大学院修士課程，博士課程を通じて行ってきた．社会的知性の進化につ
いては，Dunbarの社会脳仮説（1992）が有力で，社会が複雑なほどその対処のために脳が（主に大
脳の関連領域が）増大化したとされ，社会の複雑さは群れサイズで近似させることが一般的である
が，その場合，大型類人猿の中でも「単独生活者」とされるオランウータン属 2 種は，例外的な存
在とされてきた．これまでの研究ではアフリカに生息するオナガザル科のヒヒや大型類人猿（とく
にチンパンジーやボノボ）について盛んに研究やレビューが行われ，オランウータン属の知性の高
さも数多くの研究成果から明らかにされており，オランウータン属の知性は社会的認知の場面でも
同様に発揮される可能性は十分あることが示唆されている．研究対象として魅力的である一方で，
認知能力については不明な点が多く，国内の研究機関では飼育されていないこともあり，必然的に
動物園が主な研究場所とならざるを得ない状況である．ところが現在の国内の動物園は，博士学位
を持つキュレータがいて研究も盛んな海外の動物園とは事情が異なり，研究の受け入れ体制が整わ
ず，研究環境として恵まれているとは言いがたい．花塚優貴氏は，このような「マイナスからのス
タート」にもかかわらず，自身の研究能力と交渉能力によって国際誌掲載論文が書けるレベルの研
究を実現した．これは主たる研究場所となった多摩動物公園の関係者の協力によるところが大きい
が，本人の熱意と実力が動物園の職員を動かし協力にこぎつけ研究体制を整備したとも言える．学
位取得後は，指導教官の助けなしに自らの力で研究を切り開いていかなければならなくなるが，そ
のときに必要な能力をすでに身に付けているともいえるだろう．この点だけでも，博士学位に十分
に値すると評価できる． 
本論文は，ひとりの大学院生がおこなった霊長類を対象とした研究としては昨今ではあまり例を
見ないほどの広がりをもつ，多様な視点からの研究が収められたものである．基礎的な社会的認知
能力を測るために，社会的な素材（顔写真）の弁別実験では，動物園で実施するために簡易化した
  
－7－ 
  
方法を考案し，それでも十分な結果を得ている．特に「過去に見知っているが現在は顔を合わさな
い個体」に対する反応が興味深い．オランウータンの興味の強さでいえば，「過去既知個体」＞「未
知個体」＞「既知（毎日見る）個体」となり，これは野生での彼らの生活を考えても妥当な反応と
考えることができる．すでに知っており，何らかの関係をもった個体に久しぶりに会ったときこそ，
相手の反応と自身の対応をよく考えなければならない状況だからだ． 
続く章では，オランウータンの絵画について分析をおこなっている．これは，主な研究場所とな
った多摩動物公園には，世界的に有名になった「絵を描くのを日課とするオランウータンのモリー
さん」が居り，彼女が 2011 年に亡くなったときには 1000 枚を超える膨大な「作品」を残したこと
が遠因となった研究である．大型類人猿の「お絵かき」自体は古くから取り上げられてきたテーマ
であるが，一個体の描画に関してこれほど詳しく分析された研究例はない．それは，何十年にもわ
たる長期間に書かれた作品という貴重な研究資源が多摩動物公園に存在したという僥倖でもある．
この絶好の機会を逃すことなく，心理学的な手法を用いて科学的分析の俎上に載せたことは，花塚
優貴氏のセンスと能力の高さを伺わせるものである．しかも，そのことと，自身の研究テーマであ
る社会的知性とも関連させた研究として展開させた点も秀逸である．残念ながら，すでに亡くなっ
てしまった 1 個体のボルネオオランウータンの描画例として，科学研究の面では評価は低くなって
しまうかもしれないが，貴重な資料としての側面もあり，今後も朽ちることなく残っていく研究で
ある． 
さらに，社会的知性を発揮する場面として，食物分配に興味をもち，その事例を全国のオランウ
ータン属を飼育する動物園を対象に調査を行っている．その結果，数多くの興味深い食物分配の事
例報告を得た．これは複数の動物園における調査研究としても貴重である． 
最後にこれら自身の行った多様な研究を総合して，オランウータンの社会的知性の進化に関して
2つのポイントを指摘して仮説を提起し，新たな分析をおこなっている．その結果，食物分配の「型」
と大脳化指数との間に新たな相関を見出した．食物が絡む場面は野生動物にとってきわめて緊張が
強いられる場面であり，その状況をうまく調整して切り抜けるための知性がオランウータンの高い
社会的知性を進化させる力となったと考える花塚優貴氏の論は説得力がある． 
本論文は学位申請論文として十分に高いレベルにあり，学位を認定する材料として何ら問題ない
ものと判断する．その上で，さらに研究を高めてもらいたいという意味で，以下の 2 点を指摘した
い．まず，本論文において，オランウータンの系統発達的位置づけについての説明が不十分である
という点である．本論文を独立した論文として位置づける場合，導入部においてオランウータンの
系統的位置づけを丁寧に説明する必要がある．大型類人猿の共通祖先にまで遡り，想定されている
祖先たちの社会や生態から，その後，オランウータンの祖先がアジアに渡り進化を遂げたその過程
を語ることで，オランウータンについての理解は深まるはずである．その上で，オランウータンの
「特異性」を説明すれば，ヒト科の進化について詳しくない読者にも本論文の主張を，より説得力を
もって伝えることができただろう． 
二つ目は，本論文の重要なキーワードである食物分配に関しての論文が引用されていない点であ
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る．特に「道具の分配（Tool transfer）」に関する研究は，食物分配が自発的にはほとんど見られ
ないチンパンジーを対象としたものであるが，どのようにしたらチンパンジーで「分配」が見られ
るのかといった疑問から，本邦の研究者がその要因を数多くの実験から解き明かしており，オラン
ウータンでは食物分配そのものが数多く見られていることと対照的であるが，だからこそ本論文の
仮説を論議する際に参考にする点が数多くあると思われた．そこでの議論と花塚優貴氏自身の論を
関連付けて考察できれば，本論文はさらに内容豊かな説得力のあるものになったはずである．さら
にオランウータンを主軸として多岐にわたる研究を紹介しているという状態で，全体の考察がやや
未成熟な状態で博物学的な論文になってしまったという点もあげられよう．これから先の研究者人
生の中で，さらに進化とその心理的メカニズムという心理学的な検討が深まることを望みたい． 
 
なお，以上の問題点は，今後の研究を進めるにあたっての解決される問題点であり，本論文の評
価そのものを低めるものではないことを付け加えておく． 
 
最終試験は，2015 年 1 月 19 日に行われ，試験終了後，審査委員会は一致して花塚優貴氏への学
位授与を承認した． 
